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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にli

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての：

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまT
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
妬
す
す
す我孫子市役所秘書室広報広聴課

〒270-11我孫子市我孫子1BSBa0471(85)1111
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胞
却
胴
の
雪
幹
飽
琶
圃
エ
事
が
鱈
エ

焼
却
施
設
の
延
命
の
た
め
ゴ
ミ
減
量
に
ご
協
力
を

２
月
７
日
〈
金
）
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
廃
棄
物
循
喋
型
処

理
施
設
基
幹
的
整
備
工
蕊
の
竣

国民健康保険は病気や

ケガの際に頼れる制度です

湿萄『

工
式
が
、
市
長
、
議
長
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
釦
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
（
写
輿
）

工
事
を
行
っ
た
焼
却
炉
は
、
昭

和
娼
年
に
完
成
し
、
以
来
年
１
回

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
部
分
袖
修

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ

の
増
加
や
ゴ
ミ
賀
の
変
化
に
伴
い

処
理
能
力
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
は
、
新
た
に
焼
却
炉

を
建
設
し
、
２
つ
の
焼
却
炉
に
よ

り
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
こ
と

が
困
雌
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
平

ａ
ｎ
凹
日
●
０
凸
Ａ
ｕ
■
７
，
●
且
■
叩
Ｕ
■
？
。
ｌ
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２
甲
ｏ
４
ｎ
ｒ
Ｖ
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●

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し

て
必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
無
く
て
は
な
ら
な

い
制
度
で
す
。
広
報
あ
び
こ
２
月
１
日
号
（
２
）
面
で
は
、
国

民
健
康
保
険
の
概
要
と
異
動
の
際
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
国
民
腫
康
保
険
で
受
け
ら
れ

る
給
付
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
国
保
年
金
課
Ⅱ

１
１
１

’成
６
年
か
ら
３
年
間
を
か
け
、

建
物
以
外
の
焼
却
施
設
を
新
し

く
す
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

工
事
に
は
、
国
や
県
の
補
助

金
を
は
じ
め
、
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
祇
立
金
融
責
を
受
け
、

総
事
業
費
約
狸
億
β
０
０
０
万

円
を
支
出
。

こ
の
工
事
に
よ
り
平
成
加
年

頃
ま
で
の
稼
働
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
焼
却
施
設
延
命
の
た
め
、
引

き
続
き
ゴ
ミ
の
減
趣
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
論
療
を

受
け
る
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
強

の
３
割
（
退
城
者
医
療
制
度
で
は

本
人
の
入
・
通
院
、
被
挟
養
者
の

入
院
の
場
合
に
２
割
）
が
自
己
負

担
と
な
り
、
残
り
の
徴
用
は
国
民

健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
中
の
食
事
代
に
つ

い
て
も
、
一
部
を
自
己
負
担
（
左

表
参
照
）
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必
要
で

す
の
で
、
国
保
年
金
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
の
医
療
費
を

負
担
し
た
場
合

１
か
月
の
医
療
費
自
己
負
担
額

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
高
額
療
養
費
と
し
て
超
趣

す
る
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
方
に
は
診
療
月
か
ら
約
３
か

月
後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
き
い
・

◎
１
か
月
間
に
、
１
人
の
方
が
同

じ
病
院
・
診
療
所
で
６
万
３
６
０

０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
３

万
５
４
０
０
円
）
以
上
支
払
っ
た

一
部
の
自
己
負
担
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

場
合▼入院時食事療養費自己負担額

ｑ
垂
』
．
ま

｜

医
療
澱
以
外
に
、
次
の
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
、
出
産
育
児
一
時
金
（
釦
万
円
）

：
．
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

給
付
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
顕
日
以
上

の
死
産
・
流
産
で
も
医
師
の
証
明

書
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

２
、
葬
祭
黄
（
、
万
円
）
：
．
被
保
険

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を
行

っ
た
方
に
給
付
き
れ
ま
す
。

３
、
移
送
蜜
（
国
保
連
合
会
が
査

定
し
た
額
）
…
歩
行
が
困
難
な
と

き
や
、
緊
急
で
や
む
を
得
な
い
な

ど
の
理
由
で
入
院
や
転
院
に
要
し

た
移
送
費
用
は
、
必
要
と
認
め
ら

医
療
費
以
外
の
給
付

◎
同
一
世
滞
で
１
か
月
に
２
人
以

上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
１

０
０
０
円
）
以
上
支
払
い
、
合
算

し
て
６
万
３
６
０
０
円
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
は
３
万
５
４
０
０
円
）

以
上
支
払
っ
た
場
合

◎
高
額
療
謹
費
の
支
給
が
、
同
一

世
帯
で
過
去
１
年
以
内
に
４
回
以

上
の
場
合
は
、
４
回
目
以
降
１
か

月
に
３
万
７
２
０
０
円
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
は
２
万
４
６
０
０
円
）

以
上
支
払
っ
た
場
合

な
お
、
医
療
識
の
計
算
は
次
の

各
項
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

。
月
を
ま
た
が
っ
た
診
療
は
、
暦

月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

。
同
じ
病
院
・
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
計
算
と
な
り
ま
す

。
総
合
病
院
で
複
数
の
診
療
科
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
各
診
療
科
ご

と
に
計
算
し
ま
す

※
入
院
中
に
負
担
す
る
食
事
代
の

一
部
負
担
金
や
、
差
額
ベ
ッ
ド
料

な
ど
、
保
険
の
き
か
な
い
費
用
は

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
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一
納
に
し
ま
す
と
、
平
成
９
年
度
等

一
癖
噸
畦
蓋
癖
酸
認
坐
罪
妬
唯
呼
鏑

一
に
な
り
、
３
７
１
０
円
罰
引
拙

一
率
２
．
姪
％
）
が
割
り
引
き
さ
鋤

一
れ
大
変
お
得
で
す
。

一
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
３
月
座ロ

ー
未
ま
で
に
翼
遊
金
通
帳
通
剛

一
確
率
彌
諏
鐸
饗
幟
奔
鑑
癖
禮
麺
柵

一
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
欧

一
し
、
一
卜
表
の
金
融
機
関
等
で
お
▽

診
療
時
に
全
霊
を
支
払
い
１
４
‐
１
１
．
，
ｊ
１
１
１
．
１

後
日
給
付
さ
れ
る
も
の
３
噸
繩
獺
柵
岬
縣
潮
、
鰍
剛
驍
灘
い
よ
う
確
認

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え
国
民
健
康
保
険
事
業
か
ら
医
療
ま
た
、
口
座
振
替
の
方
は
、
ロ

ず
医
療
没
を
全
額
支
払
っ
て
い
た
機
関
等
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
識
は
座
の
残
高
が
十
分
か
ど
う
か
、
も

だ
き
、
後
日
申
請
し
て
、
国
保
連
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
う
一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

合
会
の
査
定
に
よ
り
７
剖
ま
た
は
民
健
康
保
険
事
業
会
計
睦
非
常
◎
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

８
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
市
内
金
融
機
関

◎
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
惰
で
被
国
民
健
康
保
険
は
、
皆
巻
ん
か
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
平
成
９
年

保
険
者
証
の
提
示
が
で
き
ず
、
保
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
な
ど
度
か
ら
は
、
郵
便
局
で
も
口
座
振

険
が
使
え
な
か
っ
た
場
合

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
収
が
替
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
具
代
不
足
す
る
と
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
ぜ
ひ
、
一
｝
利
用
く
だ
さ
い
。

や
輸
血
の
生
血
代
る
を
得
な
く
な
り
、
加
入
者
の
負
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

◎
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、
担
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
険
税
係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
料
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
保
険
５
３
．
３
５
４

冬
■
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ｑ
ｑ
ｈ
■
Ｑ
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ｑ
Ｅ
ｈ
ｑ
ｑ
ｂ
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も
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５
ｑ
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ｑ
Ｂ
ｐ
■
■
、
ｂ
ｑ
Ｂ
ｂ
■
、
■
Ｕ
－
ｂ
Ｌ
ｑ
ｂ
ｂ
ｑ
□
ｂ
■
、
ｂ
Ｕ
ｂ
ｂ
ｑ
ｈ
ｂ
ｑ
■
ｂ
ｑ
ｂ
■
■
一
も
■
ｑ
ｂ
Ｑ
■
ｂ
ｂ
ｑ
ｂ
巳
■
一
ｑ
ｂ
ｑ
、
■
■
も
■
ｑ
．
も
０
９
℃
６
句
、
ｂ
ｑ
Ｑ
ｂ
Ｑ
ｂ
ｈ
ｑ
Ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
ｂ
Ｏ
Ｑ
ｂ
Ｕ
ｑ
ｂ
Ｕ
も
ｂ
ｑ
ｑ
ｈ
ｑ
、
Ｌ
■
中
Ｑ
Ｌ
■

一
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
一

一
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
。
前
納
で
一

一
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
申
し
込
み
く
だ
き
い
・
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
一

一
は
、
口
座
振
替
が
基
本
と
な
っ
ま
た
、
６
か
月
前
納
も
あ
り
ま
年
金
係
雲
壁
１
１
１
１
内
線
一

｛
て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替
・
前
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３
５
５
．
３
６
８

一
○
刺
Ｊ
や
』
Ｆ
Ｄ
。
ご
一
グ
‐
蛤
一
Ｌ
』
ク
Ｌ
ｕ
－
ｌ
言
一
戸
巳

れ
た
場
合
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

※
１
，
２
の
場
合
、
他
の
健
康
保

険
に
１
年
以
上
加
入
し
て
い
て
、

査
格
を
失
っ
て
か
ら
一
定
期
間
以

内
の
方
は
、
前
に
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
か
ら
給
付
き
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ト
ー
●

白

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
け
ん
か
・
泥
酔
な
ど
や
故
意
に

よ
る
ケ
ガ
や
病
気

＊
仕
事
上
の
ケ
ガ
や
病
気
（
労
災

保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
）

給
付
の
制
限
や

対
象
外
と
な
る
も
の

繩
鰕
繩
賑
納
付
は
忘
れ
ず
に

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

全国の"局|騨響雛凪信蕊 納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

’
①
。
ろ
ロ
』

㈱千葉興業

銀行本・支店

㈱さくら銀行

本・支店

頬諭賎鯛船

本・支所

㈱東京三菱

銀行本･支店

用
店

信
支

必
琢
勾
‐
り

べ
本

京
庫

東
金

行
店

郷
支

一
尿
・

㈱
本

次
の
場
合
に
は
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
美
容
整
形
や
歯
列
嬬
正

＊
正
常
な
妊
娠
・
出
産

＊
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
予

防
接
種

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
冥
躍
）
１
１
１
１
内
線
３
２

４
．
３
２
５

㈱東海銀行

本。支店

龍ヶ崎信用

金庫本・支店

㈱常陽銀行

本・支店

松戸信用金庫

本・支店

㈱関東銀行

本・支店

㈱茨城銀行

本・支店

’一グータークータークーヂータータークーターグータータージーターダー”＝”ークークーター

事 選挙の投票日て、す千葉県今日 知は

区 分

一般加入省

住民税

非採税

勝等

住民税
老齢福祉

過去12か月

の人院日数

課税世幣等で
鐙を受けている人

90日まで
の入院

90日を超
える入院

負担額
(1日）

760円

650円

500円

300円
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1997.3.16(2)鐡 び
ー

ｰ第945号

母
子
・
父
子
家
庭
の
母
子
お
よ

び
父
子
、
昭
歳
ま
で
の
児
童
（
父

母
の
い
な
い
児
亜
を
含
む
）
が
保

険
医
療
給
付
を
受
け
た
場
合
、
本

人
負
担
額
を
そ
の
母
等
の
前
年
分

所
得
税
が
、
非
課
税
で
あ
る
世
帯

を
対
象
に
助
成
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
診
療
分
か
ら
こ
の
制
度

の
対
象
に
な
る
方
の
所
得
制
限
が

緩
和
さ
れ
、
児
童
扶
菱
手
当
一
部

支
給
対
象
に
相
当
す
る
所
得
の
世

帯
笙
活
保
謹
世
帯
を
除
く
）
で

あ
れ
ば
受
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

◎
受
給
資
格

嘔
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
３
月

誕
日
ま
で
の
児
童
（
障
害
児
の
場

合
は
加
歳
未
満
）
と
、
そ
の
児
童

を
菱
青
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

親
、
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
親
等

ひ
と
り
親
家
庭
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
社
会
保
険
各
法
の
規

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
等
助

成
事
業
の
所
得
制
限
を
一
部
緩
和

0

定
に
よ
る
被
保
険
者
、
組
合
員
、

ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
方
。

①
現
に
蛎
姻
を
し
て
い
る
状
態
に

な
い
場
合

②
母
ま
た
は
父
が
璽
度
菌
民
年

金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
の
障

害
に
あ
る
場
合

③
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
場
合

④
配
偶
者
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
き
れ
て
い
る
場

合
た
だ
し
、
以
上
の
要
件
に
該
当

し
て
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
受
給
査
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
生
活
保
謹
法
に
よ
り
保
謹
を
受

け
て
い
る
場
合

②
児
童
が
児
亜
福
祉
施
設
（
母
子

寮
を
除
く
）
に
入
所
、
ま
た
は
里

‐

や

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

◎
申
請
手
続
き

次
の
書
類
等
を
持
参
の
う
え
申

諦
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
等
医
娠

没
助
成
査
格
申
講
書
（
児
童
保
育

課
に
用
意
）
②
印
鑑
③
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
書
④
戸
籍
の
謄

本
ま
た
は
抄
本
⑤
嘔
歳
未
満
の
児

童
が
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
住
民

票
の
謄
本
と
別
居
の
理
由
を
記
入

▼所得限度額表(扶癖振職により所得制隠
額を定めこの所得露諭の場合には､助成いだします）

し
た
申
立
書
⑥
平
成
８
年
１
月
１

日
以
降
に
我
孫
子
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
諸
控
除
額
が
記
戦
さ
れ

た
平
成
８
年
度
分
所
得
証
明
響

（
平
成
８
年
１
月
１
日
現
在
居
住

地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
）
⑦
申

読
者
名
儀
の
銀
行
口
座
（
郵
便
局

は
除
く
）

※
な
お
、
児
亜
扶
菱
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
④
か
ら
⑦
の

書
類
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
申
請
す
る
と
き
に
は
児
童

扶
養
手
当
証
書
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
垂

（
錨
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７

手
賀
沼
流
域
下
水
道
の
終
末
処

理
場
内
に
処
理
過
程
で
発
生
す

る
汚
泥
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の

施
設
「
汚
泥
焼
却
灰
焼
成
施
設
」

（
レ
ン
ガ
製
造
施
設
）
が
今
月
完

成
し
ま
す
。
こ
の
施
設
で
製
造
き

れ
る
「
汚
泥
焼
却
灰
レ
ン
ガ
」
が
、

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
利
用

さ
れ
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
レ
ン
ガ

を
表
現
し
た
親
し
み
や
す
い
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

癒
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
レ
ン
ガ
の
形
幅
・
・
加
函
長

さ
・
加
皿
厚
さ
…
６
皿
重
量

．
：
約
２
．
７
聴
色
：
こ
げ
茶

用
途
…
歩
道
・
公
園
・
広
場
等
に

利
用
し
ま
す
。

▼
応
募
賓
格
ど
な
た
で
も
自
由

汚
泥
焼
却
灰
レ
ン
ガ
の
愛
称
募
集

所得金額の算定万法

前年分の職所得金額等一(雄損控除額+医碩費挫除顔＋

小規模企業共済掛金控除額+配偶者特別控除顔+障害者

控除額+老年者控除顎+雰婦(夫)控除額+勤労舞控

除額)－社会保険料相当額=所得金額＜所得悶隠願

に
応
募
で
き
ま
す
。

※
受
賞
作
品
の
著
作
権
、
そ
の
他

一
切
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

▼
賞
展
優
秀
愛
１
名
、
優
秀
蛍

３
名

※
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

▼
結
果
発
表
５
月
下
旬
、
受
武

者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
１
点
に
限
る
）

に
、
①
愛
称
②
愛
称
の
意
味
③
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校

名
）
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
４
月
お
日
（
土
・
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
７
柏
市

篠
龍
田
１
３
０
千
葉
県
手
賀
沼
下

水
道
事
務
所
霊
（
翌
９
１
０
４
へ

郵
送

<確認マーク〉
新
し
い
食
繼
制
度
に
変
わ
り
、

糖
米
表
示
の
原
料
玄
米
棚
に
は
、

産
地
、
品
種
産
年
の
３
項
目
を

併
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）
。

袋
の
内
容
と
表
示
の
一
致
に
つ

<認証マーク＞

一一一一1

I
し
、
３

ｌ

固
定
査
産
課
税
台
帳
は
、
固
定

査
産
の
課
税
状
況
、
価
格
等
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
平
成
９
年
度
の
固
定
黄
産
税
・

都
市
計
画
税
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
あ

ら
か
じ
め
そ
の
登
録
内
容
を
知
っ

▼精米表示例 い
て
は
、
専
門
的
知
織
を
有
す
る

第
三
者
機
関
〈
（
財
）
日
本
穀
物
検

定
協
会
〉
が
「
認
証
」
し
、
ま
た

は
知
事
が
指
定
す
る
表
示
確
認
組

合
（
千
葉
県
米
穀
小
売
商
業
組
合
）

が
「
確
認
」
し
、
マ
ー
ク
を
精
米

袋
に
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
小
売
店
で
、
お
米
を
選
ぶ

際
の
目
安
と
し
て
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
県
庁
農
林
部
農

政
課
霊
０
４
３
（
２
２
３
）
２
８

１
４

固定資産課税

台帳の縦覧
）期間：4月1日(火)から2旧(月)まで

陰冨労
働
時
間
は
週
刎
時
間

に
な
り
ま
し
た
か

｜
I

園
芸
教
室
生

、

ま
で
で
４
月
１
日
（
火
）
以
降
睦

す
べ
て
の
事
業
場
二
部
の
特
例

を
除
く
）
で
週
如
時
間
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
柏
労
働
基
準
監
督

署
霊
（
的
）
０
２
４
５
へ

▼園芸教室日程 名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
３
月

お
日
（
火
・
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
我
孫
子
１
８
５
８
公
園
緑
地

課
緑
化
推
進
係
壷
（
蓮
１
１
１
１

内
線
５
４
４
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

－

市税等の前納報奨金

制度がなくなります

霄
通
徴
収
の
曇
や
固
定
査
産
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

君
国
出
口
”
弓
税
・
都
市
計
画
税
を
納
期
前
に
納
｝
易
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た

唖
領
室
一
一
一
Ｇ
一
め
た
場
合
、
一
定
の
割
合
で
報
奨
結
果
、
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

銀
鞆
私
帆
Ⅷ
》
金
を
交
付
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
８
年
哩
月
市
議
会
定
例
会

一
局
「
前
納
報
奨
金
制
度
」
峰
で
審
議
し
た
と
こ
ろ
可
決
き
れ
、

姑
軸
州
》
一
価
心
一
戦
後
の
混
乱
期
で
あ
る
昭
和
妬
年
平
成
９
年
４
月
か
ら
廃
止
す
る

に
納
税
意
識
の
高
揚
と
財
政
の
安
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
別
ぐ
、
定
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
健
長
い

（
Ⅲ
》
．
艸
樫
》
の
で
す
。
間
こ
の
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ

今
日
で
は
、
当
初
の
目
的
は
ほ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
一
一
廻
鍋
《
”
健
ぼ
達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
逆
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

に
次
の
よ
う
な
不
公
平
な
点
が
以
廃
止
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
の

《
錨
羅
”
宮
』
唇
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
、
今
後
と
も
納
税
に
よ
り
一

市
制
鯛
雛
窪
蕊
畷
鶏
澪
篝

市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
適
用
が
な
い
こ
と

お
り
行
え
ま
す
が
、
納
税
の
手

と
し
て
す
べ
て
の
補
助
金
な
ど
②
前
納
も
期
別
納
付
も
法
律
で
走
間
や
納
め
忘
れ
、
重
複
な
ど
を

の
見
直
し
を
進
ぬ
一
部
に
つ
め
ら
れ
た
正
し
い
納
税
方
法
で
あ
避
け
る
た
め
、
便
利
な
口
座
振

い
て
は
、
廃
止
減
額
な
ど
を
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
納
の
場
替
璽
」
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
合
だ
け
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
る
の
▼
問
い
合
わ
せ
収
税
課
壷

こ
れ
ま
で
個
人
の
市
・
県
民
税
は
お
か
し
い
な
ど
（
理
１
１
１
１
内
線
３
４
１

鍼親展

等の叡

0人

1人

2人

3人

1人増

田子家庭の
田箸

2,301､伽円

2,681,,0円

3.061,伽円

3,441,冊0円

3肌Ⅱ0円

父及び田が死
亡し薩性死
不明の闇合を
含む)睨撞を
塾胃する圧仔
家庭の田署

6‘鮒1,剛円

6,310,剛円

6‘523.叩円

6,736,剛円

2人以上1人増213,0M円

民法の規定に
よる扶養義務
者でその母子
藪唾の田箸と
生計を同じく
するもの

6‘061.,0円

6,310,,0円

6,523,剛円

6.7駒,伽円

お
米
の
精
米
表
示

》
が
変
わ
り
ま
し
た

．
Ｈ
《
評
、
内
『
も
‐
．

食柵庁梢米表示基準に基づく表示

名
画
ⅡⅡ

原料玄米

正味重量

粉米年月日

販売業者粕

又は

輔米業者名

輔米

産地

A県産コシヒカリ8年産4（

B県産ササニシキ8年産2（

その他40タ

5kg

8．0．0

“米擬卸株式会社

ロロ県“市△△町▽▽1－2

TEL

α〕米穀卸株式会社△△粉米工場

ロロ県△△郡▽▽町、3－45

TEL

1M秘 産年 糊I削合

米穀販売業鰯翰
の登録手続きを

要
で
す
。
い
る
こ
と
等
＊
卸
売
業
…
年

小
売
業
の
新
規
登
録
は
、
主
た
間
販
売
見
込
数
量
が
４
０
０
０

る
販
売
所
の
所
在
す
る
市
町
村
に
、
糖
米
ト
ン
以
上
で
、
袋
詰
糖
米

卸
売
業
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
を
製
造
す
る
た
め
の
と
う
糖
施

県
に
、
登
録
申
諭
書
を
提
出
し
て
殻
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

く
だ
さ
い
。
▼
申
請
手
数
料
＊
小
売
業
…

▼
申
請
期
間
４
月
１
日
（
火
）
か
９
０
０
０
円
（
２
店
舗
目
以
上

ら
鋤
日
（
水
）
ま
で
は
５
０
０
０
円
を
加
算
）
＊

▼
申
請
場
所
＊
小
売
業
・
卸
売
卸
売
業
…
加
万
円

業
…
市
商
工
観
光
課
、
県
庁
農
政
※
登
録
日
は
、
平
成
９
年
６
月

課
、
束
葛
飾
支
庁
産
業
課
１
日
（
且
で
登
録
日
以
降
３
年

▼
申
請
書
の
配
付
＊
小
売
業
…
間
有
効

新
規
に
政
府
米
ま
た
は
、
自
市
商
工
観
光
課
＊
卸
売
朝
夛

・
・
県
▼
問
い
合
わ
せ
市
商
工
観
光

主
流
通
米
の
販
売
を
始
め
た
い
束
蒋
飾
支
庁
産
業
課
課
壷
（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
０

方
は
、
米
穀
販
売
業
（
小
売
業
．
▼
登
録
要
件
＊
小
売
業
…
お
米
５
「
県
庁
挫
政
課
垂
０
４
３

卸
売
業
）
の
登
録
手
続
き
が
必
の
販
売
の
た
め
の
売
場
を
有
し
て
（
２
２
３
）
２
８
１
４

日程

4月15日(火）

5月20日(火）

6月17日(火）

9月11日(木）

9月12日(金）

10月14日(火）

内 容

樹木と花作りの基礎

庭木、花木の病気と害虫

挿し木と植木の移植について

家庭での花壇作り設計

花壇作りの実技

冬季の植木の保溌と剪定(実技）
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（
財
）
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、

３
月
泌
日
（
火
）
か
ら
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業
を
再
開

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
機
関
車
（
写
真
）
は
、
１
周
２

５
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
鉄
橋
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
旅
気
分
を
楽
し
め
ま
す
。

〈〉スプレーカンは資源回収日に

空まう
きす皆

を蕊

蕊簿~謹臺灘

’

．閏し癒鱈ご鑓意葱
ロリ

4

最
近
、
ス
プ
レ
ー
カ
ン
が
原
因

で
、
雑
介
ご
み
の
収
集
時
に
、
ご

み
収
集
車
両
の
破
裂
火
災
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
率
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
ス
プ
レ
ー
カ
ン
を
出
す
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
ス
プ
レ
ー
カ
ン
は
、

空
き
カ
ン
と
同
じ
資
源
回
収
日
に

ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
は
、

手
賀
沼
公
園
か
ら
五
本
松
公
園
ま

で
の
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
き
る
一
方
、
手
賀
沼

遊
歩
道
沿
い
に
あ
る
烏
の
博
物
館

や
手
賀
沼
親
水
広
場
な
ど
も
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
の
暖
か
な
日
射
し
を
浴
び
な

が
ら
、
手
蛮
沼
の
自
然
や
小
さ
な

陰

に
サ
イ
ク
リ

ま
せ
ん
か
。

ロ

壺
可

指
定
さ
れ
た
空
き
カ
ン
袋
（
写
真
）

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
中
身
震
塁
の
残
っ
て
い
る

ス
プ
レ
ー
カ
ン
は
、
使
い
切
る
か

ス
プ
レ
ー
し
て
完
全
に
出
し
切
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
プ
レ
ー
カ
ン
は
必
ず
黄
源
回

旅
気
分
を
、
ご
家
族
・
友
だ
ち
同

士
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
営
業
日
３
月
記
日
（
火
）
か
ら

４
月
６
日
百
）
ま
で
と
７
月
過
日

（
土
）
か
ら
８
月
鉦
日
（
日
）
ま
で
の

毎
日
、
上
記
以
外
は
士
・
日
曜
日
・

祝
日
に
営
業
禿
だ
し
、
雨
天
・

荒
天
の
場
合
は
中
止
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
４
時

▼
場
所
手
褒
沼
公
園

▼
料
金
＊
ミ
ニ
ｓ
Ｌ
。
：
１
周
１

０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
．
、

３
時
間
５
０
０
円
（
延
長
料
金
は

１
時
間
ご
と
に
１
０
０
円
小
学

生
以
下
は
半
額
）

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
金
（
理
１
１
３
０
ま
た
は

商
工
観
光
課
霊
（
師
）
１
１
１
１

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

LPガスボンベ、消火

器は収集できません。

取り扱い店へ引き取り

を依頼してください。

I

収
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
ご
み
収
集
車
両
や
処
理
施
設
の

火
災
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
絶
対
に

雑
介
ご
み
の
収
集
日
に
は
出
ざ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

動:圦蕊』
＃

/篭寒獅患
伊．！‘

皇よ』==g

▼
日
時
３
月
”
日
（
木
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
「
妊
婦
中
に
知
っ
て
お

４
月
か
ら
犬
の
集
合
注
射
が
始

ま
り
ま
す
。
平
成
７
年
度
以
降
、

登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
に
つ
い
て

は
、
注
射
だ
け
に
な
り
ま
す
が
、

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
場
合
に
は
、

登
録
と
注
射
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
集
合
注
射
に
お
け
る
注

意
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
注
意
事
項

・
鑑
札
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
は

必
ず
再
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

｜

伽
た
柵
の
歯
科
講
演
会

釦
ご
壷

▼
日
時
４
月
翠
日
（
火
）
午
後
６
募
要
領
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談

時
釦
分
か
ら
８
時
鋤
分
な
ど

▼
場
所
松
戸
市
勤
労
会
館
※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
県
社

▼
内
容
①
青
年
海
外
協
力
隊
事
会
部
青
少
年
女
性
課
育
成
班
霊
０

業
紹
介
の
映
画
上
映
②
帰
国
隊
４
３
（
２
２
３
）
２
３
９
６
置

員
の
現
地
で
の
体
験
報
告
③
応
連
へ

き
た
い
歯
の
話
」

お
の
え
堅
さ
し

▼
講
師
尾
上
匡
史
（
我
孫
子
市

歯
科
医
師
会
）

▼
定
員
釦
名

▼
参
加
蜜
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
砿

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

方
（
飼
い
、
圭
は
、
犬
の
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
。

↑
集
合
注
射
会
場
で
は
受
け
付
け

が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
砿
話
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

蚕
（
師
）
１
１
３
１

※
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程
表
に

つ
い
て
は
、
広
報
あ
び
こ
４
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

塁平成9年度

青
年
海
外
協
力
隊

春
季
募
集
説
明
会

｜
崎

１
１

４
１
．
》

話
で
３
月
妬
日
（
水
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

※
お
子
様
連
れ
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

ま
だ
日
差
し
の
弱
い
二
月
の
日

だ
ま
り
で
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ

あびこ〆－●

ｱﾏも言

心

、
で
！
』

サ
が
白
い
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
草
の
原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
、
明
治
の
未
に
日
本
に
渡
っ

て
来
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

今
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た

ミ
ミ
ナ
グ
サ
を
駆
遂
し
、
道
端
、

空
き
地
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
姿
を
見

か
け
ま
す
。

花
は
小
さ
く
、
見
ば
え
が
し
ま

せ
ん
が
、
開
い
た
花
を
虫
眼
鏡
で

１
１
１
刈
測
遍
個

ｵﾗﾝグﾐﾐﾅグｻ 塵画

(なでしこ科）

▼募集科目
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
枝
で
は
、

次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目
左
表
参
照

▼
対
象
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

方
禿
だ
し
、
機
械
加
工
科
は
中
学

校
を
卒
業
し
た
方
）

▼
授
業
料
無
料

※
試
験
日
等
詳
し
く
は
、
同
校
霊

（
鍵
）
６
４
１
１
へ

ノ
ー

の
ぞ
く
と
、
結
拙
き
れ
い
な
花

で
す
。
五
枚
あ
る
花
び
ら
の
先

端
は
浅
く
切
れ
込
み
、
め
し
べ

の
先
は
五
つ
に
分
か
れ
、
そ
の

周
り
に
お
し
べ
が
十
本
あ
る
の

も
分
か
り
ま
す
。
肉
眼
で
は
気

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
拡
大
し
て

見
る
と
茎
や
葉
、
ガ
ク
、
花
の

柄
な
ど
に
細
か
い
白
い
毛
が
た

く
さ
ん
生
え
て
い
て
、
異
様
な

姿
に
見
え
ま
す
。

み
み
な
く
さ

「
耳
菜
草
」
と
い
う
名
は
小
さ

な
か
わ
い
ら
し
い
葉
の
形
を
、

ネ
ズ
ミ
の
耳
に
見
た
て
た
も
の

で
す
。オ

ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
は
、

ミ
ミ
ナ
グ
サ
と
比
べ
て
、
花
の

柄
が
短
か
い
と
か
、
花
が
密
に

つ
く
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

」’
1

1

’－

ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
■
０
０
■
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
‐
’

一
一
一
一
一
一
配
一
与
酷
一
一
一
一
一
一
一
一
再
冒
）
．
三
》
一
一
一
一
一
一
一
一
二
三
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
｝
一
』
一
一
（
垂
一
一
一
一

↓
・
‐
１
国
‐
，
‐
‐
‐
‐
９
ヶ
Ⅱ
‐
↑
・
ゞ
佇
脾
，
！
』
耳
輪
‐
．
ゞ
い
〆
・
典
‐
卜
ゞ
‐
‘
巾
‐

一
』
’
一
一
‐
、
甲
ｈ
卜
■
‐
貯

茎
韮
二
三
ｓ
｜
｜
医
一
：
苗
：
：

霞
営
」
｜
開

業
を
毒

】
｜し

Ｉ
〆
轄
ｌ

ザ
流
通
班

唾

一
一
心
一
彦

尋

Ｆ
』
‐
ｒ
卜
卜
し
‐
ト
ト
ー
Ｌ
ｌ
ｌ
ト
ト
Ｌ
ｌ
ｒ
ド
ト
ト
ー
ｒ
ト
ト
ト
」
ｌ
ト
ト
ト
Ｌ
Ｉ
Ｆ
ト
ト
言
一
デ
三
一
》
一
二
一
二
一
国
二
目
一
一
》
一
二
二
一
一
二
二
一
・

親と子のふれあい

教室参加者募集

=七宝焼にチャレンジ＝

七
宝
焼
は
、
銅
板
の
上
に
色

の
つ
い
た
ガ
ラ
ス
質
の
う
わ
ぐ

す
り
で
模
様
を
描
き
、
カ
マ
ド

で
焼
き
付
け
て
作
る
伝
統
工
芸

の
ひ
と
つ
で
す
。

今
回
は
、
カ
ラ
ー
ビ
ー
ズ
フ

リ
ッ
ト
を
焼
き
込
む
〃
オ
リ
ジ

ナ
ル
七
宝
″
を
作
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
即
日
（
且
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
川
添
睦
子
（
日
本
七

宝
作
家
協
会
評
議
員
）

▼
定
員
親
子
釦
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
１
組
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
親

と
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室
参
加
希

望
」
を
明
記
し
、
我
孫
子
１
６

８
４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

壼
（
弱
）
１
１
５
１
へ

壱

rj3

４
月
か
ら
犬
の
集
合

注
射
が
始
ま
り
ま
す

（県女性センター）

国際シンポジ

ウムを開催

▼
日
時
４
月
ｎ
日
（
金
）
午
後
１
＊
ベ
ル
ン
ト
・
シ
ユ
ル
テ
（
ビ

時
釦
分
か
ら
４
時
（
参
加
費
無
料
）
ｌ
レ
フ
エ
ル
ト
大
学
教
授
）
ほ

▼
場
所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
か

ラ
ザ
（
柏
市
）
▼
定
員
４
７
３
名
（
先
着
順
）

▼
内
容
「
介
謹
は
女
性
だ
け
の
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

問
題
か
」

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

幽
さ
ご

▼
誇
＊
恵
読
籍
鯉
襄
雲
篶
面
に
湊

解
説
委
員
）
＊
手
塚
和
彰
（
千
氏
名
）
を
明
記
し
、
〒
２
７
７

葉
大
学
教
授
）
＊
ウ
ー
テ
・
ケ
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
干
葉

ツ
タ
ー
（
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷
（
“
）
８
６

国
際
社
会
法
研
究
所
研
究
員
）
０
２
へ
（
電
話
も
可
）

｜”’～‐.’一學包､．ー､‐‘“~些’

骨髄の提供を待つ患者さんのために、移

植件数1000例達成を機会に、今後も多くの

方のドナー登録にご協力をお願いします。

巳問い合わせ側)骨髄移植推進財団

フリーダイヤル壷0120-377-465

科目

機械
加工科

機械
製図科

OA

事務科

定員

若
干
名

訓纐糊間

2年

1年

1年
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一
再 空 市 定例教育委員会の開催す ず き みう

鈴3ちゃん魂蕊2か月） 惨日時・場所毎週金曜日午後7

時20分から8時45分、天王台北近

隣センター（ただし、場所が確保

された場合に限る）

し会費月額3500円

惨問い合わせ柳澤壷(85)2487

伝日時3月30日(日)午前10時か

ら午後3時（雨天の場合は4月6

日に順延）

し場所手賀沼公園多目的広場

し参加費無料（だだし出店を希

望する場合は500円）

し出店申し込み・問い合わせ電

話で篠原壷(84)5276へ

惨日時3月26日(水)午後1
時30分から

し場所水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総

務課壷(85)1151

｜
’
初級・中級英会話生鳥

我孫子剣道連盟会員マV

か ｢字~浜~映画会’
いしがみあきひこ

石神明彦〈ん
（栄｡1歳8か月）

惨日時・場所4月13日から毎週

日曜日午前10時から正午、中央公

民館（ただし、場所が確保されだ

場合に限る）

し定員15名

し申し込み・問い合わせ電話ま

だはファクシミリで石川壷(88)16

46へ

《
室映 画

伝練習日初心者…毎週日曜日午

前9時から11時､経験者･･･毎週火．

木曜日午後8時から9時30分

医場所中央公民館、仮設青年館

し対象小学校1年生以上

し会費年額1万円（入会金1000

円）

し申し込み・問い合わせ電話で
ふじL､）

藤盛云(83)0698へ

戸曰時3月22日(土)午後3時か

ら4時30分（参加費無料）

し場所湖北台西小学校体育館
eつ』ユ

レ上映作品いじわる狐ランボー、

カバのポトマスほか

伝問い合わせ教育委員会社会教

育課盆(85)1151

画回回勵

平成9年3月1日現在＊人□126,521人(前月比-42人）

＊男63,238人＊女63,283人＊世帯数44,182世帯

圖圖国回
I

1

1SB体操会員◎主催角ｸﾗｽ(皇35筒）
惨旨時5肖10色から講耕擢肖
ごごじ じ

午後2時から4時
l碁しよ易tちう』1うこうみんかん

し場所中央公民館
か上うぴ ぜんか“

◎火曜日クラスC全35回）
にらじがつかまいい鋤 か 上 う ぴ

屡日時5月6日から毎週火曜日
ごぜんじぶ人Lようご

午前10時30分から正午
ぱしよしみ人

伝場所市民プラザ
ぱし上かく腿

※いずれのクラスも場所が確保さ
ばぁいかざ

れた場合に限る

囹費角いずれのｸﾗｽも黛潤
鰹も0とっぴ

（ただし、テキスト代は実費）
しうことぁ で人わ

囮申し込み．問い合わせ電話で
あびこしこくさ$､こうりり”9ようかい

我孫子市国際交流協会(AIRA)
心 む ふ と く

事務局壷(83)1231へ

祠男ランク別卓球大会

腸練習日毎週金曜日竿爾側艤”国回国国ら正午

上驚霊鑿懸吾I")|無料法律相談会｜
伝会費月額2500円（入会金1000惨日時3月29日(土）＊午前の
円）部･･･午前10時から11時30分＊午

修申し込み・問い合わせ電話で後の部･･･午後1時から3時

茉未公(84)4329へ仁場所干葉県弁護士会松戸会館

|鯨電力ｻービｽﾓﾆﾀー|蘇込鴬冒轍')電話で
し内容懇談会やアンケートなど干葉県弁護士会松戸会館盆047(36

による電力事業への提言6)6611へ

腸対象雇員満20鰯以上…⑬⑤⑨⑳圃
少任期5月から平成10年3月

の方、15 名 ▼ 社 会 福 祉 事 業 基 金 に と 、 東 我 係

し申し込み・問い合わせハガキ子カントリークラブ様からチヤリ
ふ01がな

に郵|更番号、住所、氏名、電話番テイーゴルフ大会の収益金の寄付

号、笙齢．職業、応婁の動機．イ伽がありましだ。

侵日時4月13日(日)午前g時受

付、9時30分試合開始

陰場所市民体育館

修種目男女別シングルス･･･A新

人の部、Bマスターズの部（過去

の新人戦優勝壱及び他大会決勝進

出者）、ダブルス

し参加資格市内在住、在勤、在

学 者

腰参加費シングルス500円、ダ

ブルス1000円

し申し込み・問い合わせ現金書

留に参加費を添えて（住所、氏名、

電話番号、大会名、所属団体名、

種目を書いた紙片を同封）3月25

1跳井鵜蕊蹴負2の

’学童保育室指導員
無料法律相談会

伝資格健康で児童福祉事業に知

識・経験を有する方

伝勤務時間平日…正午から午後

6時、学校休業日…午前8時から

午後6時までの間の8時間

似定員若干名

医申し込み履歴書に必要事項を

記入し、教員・保田等の資格のあ

る方は資格証明の写しを添付のう

え、3月23日(日)午前9時から10

時までに教育委員会社会教育課へ

本人が直接持参（当日は、午前10

時より説明会・面接が有ります）

※賃金等詳しくは、教育委員会社

会教育課a(85)1151/X

鯨電力ｻー ビｽﾓﾆﾀー

伝内容懇談会やアンケートなど

|こよる電力事業への提言

し任期5月から平成10年3月

惨対象・定員満20歳以上の女性

の方、15名

し申し込み・問い合わせハガキ
ふ01がな

に郵|更番号、住所、氏名、電話番

号、年齢、職業、応募の動機、他

のモニター経験を明記し、3月28

日(金)までに〒277柏市新柏1の

13の2東京電力柏営業所地域サー

ビス係公(62)1301'X

’
楽しい初歩からの囲碁教室
（入門、初心者コース全10回）

疹日時4月4日から6月27日ま

での毎凋今曜日（だだし、4月18

日、25日、5月の1回は除く）い

ずれも午後1時30分から3時30分

丘

〆漬
’

’ ’ ’季節の家庭料理講習会 英会話教室(中級）秒
『 伝日時4月から毎月第2火曜日

午前10時から午後1時（4月のみ

第4火曜日）、全10回

シ場所天王台北遍燐センター

（場所が確保された場合に限る）

し定員先着24名

伝愛用1万6500円(材料費含む）

倖申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、電話番号を明

記し、つくし野6の20の2川田靖

子念(84)2528へ

し場所湖北地区公民館シ日時4月12日から6月21日ま

し内容＊入門コース･･基本からでの毎週土曜日午前9時30分から

（碁を全く初めての方）＊初心11時30分（祝日を除く）

者コース･･･格言から（碁をある程惨場所布佐市民センダーステー

度 う て る 方）シヨンホール

レ講師山口達郎・石野忠秋ほか，世講師アレクサンダー・マツカ
レ定員各コース先着20名ボイ

レ参加費5000円(教材費を含む）し参加費9000円（10回分、テキ

レ申し込み・問い合わせ電話でスト代は別）

山口念(88)1418へし申し込み．問い合わせ電話で

’
”日曜当番医＝テレホンサービス〃家庭の日

16⑧冨鰹瀧雪碧冒懸蕊糯濟稀篭内)9:冊~11:30
・市民体育館休館

厚･心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

17月"市民会贈市民図書館鳥の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

18火"法律相談=市民相談室9:30~15:30(予約制）

19水
〃休日当番医＝テレホンサービス

Z⑪④"休日鱸麗科認日=休日撒急鬮科診銅(而民会鬮内)9:00~11:31
．市民図書館・つつじ荘・西部福祉センター休館

21金蕊誰賑潅相談薑'0:00~'5:00(予約制）

22土言市役所闘庁(-部の施設は除く）

Z3e調艤罵鮮蕊偽懸所(市民会鶴内)9:伽~11:30
〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

24月"市民会館市民図書館帰の鱒物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

25火瀦欝駕灘誤二懸0(予約制）

2⑰水｡水道料金納入期膿=口座擬寶日

27木"人櫃行政相談=市民相談雲'0:00~'5:0,

28金

29土"市役所闘庁(-部の施設は除く）

ろ⑪e冨繍鳥愁鮨鑑圖熟蔚(而烏会鶴内)9:00~,,:3，
‘蚕心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

31月菖籠蕊犀鳥畿謹眼馬8鰯譲館
彦市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

鬮
》
Ｓ
月
繍
鰯’
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我孫子の文化を守る会
第50回記念史跡・文学散歩

杉山丑(87)6175ヘ

’ ’ ’第3回懐メロの集い 太極拳サークル会員我孫子の文化を守る会では、50

回を記念した「史跡・文学散歩」

を次のとおり開催します。

皆さんぜひご参加くださいb

少曰時3月30日(日)午前9時J

R我孫子駅南口集合､正午解散予

定（小雨決行）

し行程旧武者小路実篤邸、斉藤

茂吉歌碑、1日志賀直哉邸ほか

し参加費200円(資料代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

3月28日(金)までに越岡盃(84)20

47へ

朕曰時・場所4月13日(日)午後

1時から4時湖北地区公民館

し出演料500円(入場無料）

※出演者を募集しますので、皆さ

んふるって参加してください。

し出演受付日程3月22日(土)、

23日(日)の両日

|蕊職:駒殻合わせ電

シ対象・種目別練習日＊初心者

（太極拳、気功、扇子功）…毎週

金曜日午後6時から9時＊経験

者（太極拳）…毎週月曜日午後6

時から7時30分＊基本各種中国

武術…毎週月曜日午後7時30分か

ら9時

團場所根戸近隣センター（だだ

し、場所が確保されだ場合に限る）

圏会費月額3000円(入会金不要）

※場所・会費は、各コース共通

圃申し込み・問い合わせ電話で
くわじま

桑島壷(82)3658へ
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|皇錨 ’理婦人のつどい

匪曰時．3月28日(金)午前10時か

ら11時30分（参加費無料）

シ場所湖北地区公民館

し内容わが家の体験談発表「義

父への感謝」ほか

し問い合わせ高畠盆(82)0751

’
子供を考えるシンポジウム
r子どもにやさしいまち」

｜
』 ’あらｷｯｽー ﾂｸﾗﾌ韻

シ曰時4月5日(土)午後1時開

場、1時20分から4時20分開演

し場所柏市中央公民館

惨内容＊基調講演.中村護＊
パネルディスカッション一パネリ

スト…福嶋浩彦（我孫子市長）ほ

か＊特別講演･･･本多晃(柏市長）
し定員180名

し参加費無料（保育室は予約制

で、利用をする場合は500円）

※詳しくは、キッズジャーナル編

集室公(45)2019へ

唾
歩日時・場所毎週金曜円午後3

時から4時、新木近隣センター

（場所が確保されだ場合に限る）

惨対象3．4歳児

し定員先着20名

し内容マット運動、とび箱ほか

し会費月額2000円（入会金3000

円、年間保険料500円）

し申し込み4月11日(金)午後2

時30分新木近隣センターで受付
と！』みつ

し問い合わせ友光査(88)8282

鞭
蹄

｜’ ’
県立柚高等学校
吹奏楽部定期演奏会

咳曰時3月29日(土)午後3時

世場所柏市民文化会館

,曲目デイズニーファンティリ

ュージョン、はげ山の一夜ほか

し入場料無料

し問い合わせ県立柏高等学校吹

奏楽部盆(31)0013

錫

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃ肺ﾝｻービｽ圃価)131（


